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【
本
部
行
事
】

3
月
2
 
1
日
(
木
)
第
5
 
1
回
定
期
総
会

4
月
5
日
(
金
)
　
4
月
役
員
会

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
】

3
月
6
日
(
水
)

3
月
1
 
3
日
(
水
)

4
月
3
日
(
水
)

4
月
1
 
0
日
(
水
)

【
ク
ラ
ブ
行
事
】

●
3
月

「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」

ぬ
り
絵
慰
問

「
神
奈
川
苑
」
　
　
　
書
道
慰
問

「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」

ぬ
り
絵
慰
問

「
神
奈
川
苑
」

書
道
慰
問

●
4
月

1
日
(
月
)

8
日
(
月
)

9
日
(
火
)

廿
日
(
木
)

T
G
会

囲
碁
同
好
会

お
お
と
り
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

将
棋
同
好
会

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

T
G
会

囲
碁
同
好
会

俳
句
会

園
芸
ク
ラ
ブ

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会

お
お
と
り
会

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

グ
ル
メ
ク
ラ
ブ

卦
　
報

〔
1
1
9
6
〕
鍋
島
克
弘
氏
(
享
年
7
9
歳
)

昨
年
の
4
月
の
定
期
総
会
・
5
0
周
年
記
念
祝

賀
会
に
は
お
元
気
な
様
子
で
参
加
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
5
月
に
息
子
さ
ん
か
ら
体
調
不
良

の
報
告
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
入
院
さ
れ
8
月

に
亡
く
な
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
て
大
変
驚
き
ま

した。鍋
島
様
は
平
成
2
8
年
入
会
さ
れ
、
ハ
イ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
に
入
ら
れ
活

躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
部
役
員
で
は
広
報
部

員
、
事
務
局
長
、
会
長
を
務
め
ら
れ
た
後
、
広

報
部
で
活
躍
中
で
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
で
は
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会
の
世

話
人
も
務
め
ら
れ
、
コ
ー
ス
の
計
画
や
下
見
に

参
加
さ
れ
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
、
6
月
の
　
「
高

幡
不
動
の
ア
ジ
サ
イ
と
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
」

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
コ
ー
ス
の
計
画
や
工
場
見

学
の
予
約
な
ど
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
残

念
で
す
。
温
厚
な
お
人
柄
で
、
役
員
会
や
グ
ラ

ブ
行
事
後
の
懇
親
会
に
は
こ
ぞ
っ
て
参
加
さ

れ
、
参
加
者
と
親
睦
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
だ
や
り
残
し
た
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
て
い
け
ん
活
動
を
見
守
り

下
さ
い
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
合
掌

〔
1
0
8
5
〕
荒
木
貞
臣

訃
　
報

鵜
沢
純
さ
ん
の
早
逝
を
悼
む

数
か
月
の
空
席
待
ち
を
経
て
お
お
と
り
会
に

入
会
さ
れ
た
の
が
2
0
0
9
年
の
6
月
で
し
た
。

平
岡
純
子
さ
ん
、
三
宅
孝
子
さ
ん
と
同
時
に
入
会

さ
れ
、
い
つ
も
三
人
で
仲
良
く
参
加
さ
れ
て
い
る

姿
が
永
い
間
続
き
ま
し
た
。

私
は
6
年
間
世
話
人
を
務
め
さ
せ
て
貰
い
ま

し
た
が
、
そ
の
内
2
年
間
2
0
1
1
年
か
ら
2
0

1
3
年
迄
一
緒
に
世
話
人
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
は
お
お
と
り
会
の
最
盛
期
で
、
出
席
者
が

7
0
人
を
越
え
る
月
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
会
場

の
シ
ル
バ
ー
さ
ん
と
の
取
り
決
め
で
原
則
1
 
7
卓

(
6
8
名
)
ま
で
の
借
用
で
合
意
し
て
い
ま
し
た
。

利
用
料
金
を
安
く
し
て
頂
く
代
わ
り
に
そ
れ
以

上
の
使
用
は
毎
回
了
解
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
何
か
と
気
を
使
う
仕
事
を
皆
勤
で
務

め
て
頂
い
た
の
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

背
中
ま
で
届
く
黒
髪
と
色
白
の
秋
田
美
人
の

姿
と
何
か
の
折
に
頂
い
た
燻
り
ガ
ツ
コ
を
思
い

出
し
ま
す
。
月
例
会
の
後
い
つ
も
反
省
会
を
近
く

の
小
料
理
屋
で
行
っ
て
い
ま
し
.
た
が
、
全
く
お

酒
が
飲
め
な
い
の
に
、
枝
野
さ
ん
、
平
岡
さ
ん
、

三
宅
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

麻
雀
は
し
っ
か
り
し
た
先
生
に
つ
い
て
習
っ
て

お
ら
れ
た
よ
う
で
、
結
構
理
論
派
で
時
々
好
成

績
を
残
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
頂
い
た
年
賀
状
で
、
お
お
と
り
会
に
出

席
で
き
る
日
も
近
い
と
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

の
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

〔
1
0
5
4
〕
藤
本
宗
久

◎
4
月
役
貴
会

と
　
き
　
4
月
5
日
(
金
)
帖
~
1
 
7
時
「
役
貝
会
」

と
こ
ろ
　
県
民
セ
ン
タ
ー
　
7
0
9
窒

◎
2
月
役
員
会
報
告

●
ボ
ラ
ン
イ
ィ
ア
活
動
　
別
項
参
照

特
別
行
事
と
し
て
、
2
月
9
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

将
棋
文
化
交
流
に
参
加
す
る
。

●
.
ク
ラ
ブ
交
流
行
事
　
別
項
実
施
報
告
参
照

*
1
2
月
的
日
(
日
)
　
「
園
芸
講
座
と
寄
せ
植
え
の
実

習
」
を
、
園
芸
ク
ラ
ブ
担
当
で
参
加
者
は
1
 
5
名
で

実
施
し
た
。

*
1
月
7
日
(
日
)
　
「
川
崎
七
福
神
巡
り
」
を
、
ハ

イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
担
当
で
参
加
者
は
1
 
3
名
で
実
施

した。

●
広
報
部
連
絡
事
項

*
3
・
4
月
号
ニ
ュ
ー
ス
・
年
輪
軌
号

発
送
日
　
2
月
2
 
1
日
(
水
)

*
5
・
6
月
号
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
　
　
3
月
0
0
日
〆
切

*
会
員
の
ひ
ろ
ば

5
・
6
月
号
　
お
お
と
り
会
　
　
3
月
0
0
日
〆
切

7
・
8
月
号
　
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
　
5
月
3
 
1
日
〆
切

*
年
輪
5
 
1
号
原
稿
の
最
終
校
正
を
実
施
し
た
。

●
会
計
部
報
告

令
和
5
年
一
般
会
計
決
算
報
告
・
的
周
年
記
念
特

別
会
計
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
並
び
に
令

和
6
年
一
般
会
計
予
算
案
を
審
議
し
た
。

●
事
務
局
報
告

*
総
会
次
第
の
審
議
を
実
施
し
た
。

*
定
期
総
会
　
県
民
セ
ン
タ
ー
　
1
5
0
1
号
室

令
和
6
年
3
月
2
1
日
(
木
)
　
1
0
時
0
0
分
~
n
時
0
0

分
　
詳
細
は
別
項
参
照

*
表
彰
(
定
期
総
会
で
表
彰
・
欠
席
者
は
郵
送
)

2
0
年
永
年
賞
〔
1
0
1
7
〕
　
村
松
成
人

功
労
賞
　
　
〔
1
0
7
6
〕
　
高
橋
清
二

〔
1
1
1
8
〕
　
石
井
博
子

〔
1
1
8
7
〕
　
小
野
隆
範

*
将
棋
同
好
会
の
開
催
曜
日
を
第
1
月
曜
日
に
変
更
。

◎
会
貝
の
異
動
ノ

入
会
者
〔
1
2
7
7
〕
鈴
木
　
浩
　
将
棋
同
好
会

紹
介
者
〔
0
7
6
1
〕
千
葉
義
治

入
会
者
〔
1
2
7
8
〕
岡
本
恵
子
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ

紹
介
者
〔
1
2
7
3
〕
松
本
由
紀
夫
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星菊
に夜

鵠　こ　秋

舘曾明

詳言
れ
て

冬

さ

を

ゐ香
銀　と

河お
美はも
し　ふ

和芋窪舞羅　健罷和秋蕎

ー2-

入
会
者
〔
1
2
7
9
〕
　
田
中
英
子
　
グ
ル
メ
ク
ラ

ブ
・
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
T
G
会

紹
介
者
〔
1
2
7
3
〕
松
本
由
紀
夫

退
会
者
〔
1
0
8
9
〕
鵜
沢
　
純
　
死
亡

会
員
総
数
(
2
月
1
日
現
在
)
　
1
1
1
名

(
内
訳
　
男
性
6
9
名
、
女
性
4
2
名
)

一
般
会
員
的
名
(
夫
婦
会
員
2
組
含
む
)

デ
ジ
タ
ル
会
員
5
6
名
(
夫
婦
会
員
3
組
含
む
)

(
事
務
局
)

◎
令
和
6
年
度
　
帯
封
回
定
期
総
会

と
　
き
　
3
月
2
 
1
日
(
木
)
1
 
0
時
0
0
分
~
‖
時
0
0
分

と
こ
ろ
　
県
民
セ
ン
タ
ー
　
1
5
0
1
号
室

*
　
「
総
会
次
第
」
を
含
む
「
年
輪
5
 
1
号
」
は
2
月
2
 
1

日
に
発
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
持
参
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
総
会
に
ご
出
席
の
方
は
各
ク
ラ
ブ

の
本
部
担
当
役
員
又
は
事
務
局
長
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
終
了
後
の
懇
親
会
は
、
有
志
に
て

各
自
実
施
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
(
事
務
局
)

◎
ク
ラ
ブ
交
流
行
事
実
施
報
告

「
園
芸
講
座
と
寄
せ
植
え
の
実
習
」

(
園
芸
ク
ラ
ブ
第
5
4
8
回
)

1
 
2
月
的
日
(
日
)
参
加
者
1
 
5
名

長
谷
川
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン

師
走
と
い
う
の
に
季
節
外
れ
の
暖
か
い
晴
天
の
1

日
で
し
た
。
シ
ク
ラ
メ
ン
、
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、

ネ
メ
シ
ア
ジ
エ
リ
ア
ン
、
ス
ト
ッ
ク
な
ど
幾
多
の
苗

か
ら
自
分
好
み
の
花
を
4
種
か
ら
6
種
選
び
、
ガ
ー

デ
ン
オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
る
講
師
の
長
谷
川
善
孝
氏
か

ら
講
義
と
寄
せ
植
え
指
導
を
頂
き
、
お
正
月
用
の
玄

関
に
飾
る
花
が
出
来
ま
し
た
。
水
遣
り
は
3
日
に
1

回
で
よ
い
よ
う
で
す
。
「
楽
し
ん
で
育
て
て
下
さ
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
終
了
後
、
近
く
の
サ
イ
ゼ
リ
ア

で
昼
食
を
し
っ
か
り
頂
き
解
散
し
ま
し
た
。

〔
1
0
7
5
〕
佐
上
倫
子

◎
ク
ラ
ブ
交
流
行
事
実
施
報
告

「
川
崎
七
福
神
巡
り
」

(
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
第
3
0
7
回
)

令
和
6
年
1
月
7
日
(
日
)
参
加
者
1
 
3
名

予
報
よ
り
少
し
悪
い
天
気
で
し
た
が
、
武
蔵
新
城

駅
的
時
に
集
合
し
川
崎
七
福
神
巡
り
を
開
始
し
た
。

最
初
に
安
養
寺
(
福
禄
寿
)
-
宝
蔵
寺
(
弁
財
天
)

↓
東
樹
院
多
聞
寺
(
毘
沙
門
天
)
を
参
拝
し
等
々
力

緑
地
に
着
く
。
等
々
力
緑
地
で
は
中
原
区
の
消
防
出

初
式
を
少
し
見
学
し
て
か
ら
、
釣
池
傍
で
昼
食
を
と

る
。
昼
食
後
は
と
ど
ろ
き
ア
リ
ー
ナ
の
イ
ベ
ン
ト
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
横
を
通
り
、
西
明
寺
(
大
黒
天
)
・

を
参
拝
。
中
原
街
道
か
ら
綱
島
街
道
を
経
由
し
、
大

楽
院
(
恵
比
寿
神
)
を
参
拝
し
た
。
多
摩
川
に
並
行

し
た
道
を
歩
き
中
丸
子
公
園
に
着
く
。
公
園
で
疲
れ

を
癒
し
た
の
ち
無
量
寺
(
寿
老
神
)
に
参
拝
し
、
次

に
向
か
う
。
最
後
の
大
楽
寺
(
布
袋
尊
)
を
参
拝
し

終
了
す
る
。
多
く
の
福
を
い
た
だ
き
、
元
住
吉
駅
に

着
き
、
駅
近
く
で
の
ど
を
潤
し
解
散
し
た
。

〔
1
0
8
5
〕
荒
木
貞
臣

◎
使
用
済
切
手
の
寄
託
(
敬
称
略
)

切
　
手
　
2
0
5
枚

会
　
員
　
渡
井
早
苗
、
枝
野
余
志
雄

今
月
も
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
3
"
4
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

O
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」
3
月
6
日
(
水
)

1
0
時
0
0
分
現
地
集
合
　
ぬ
り
絵
慰
問

O
「
神
奈
川
苑
」
3
月
1
 
3
日
(
水
)

午
後
2
時
現
地
集
合
　
書
道
慰
問

O
「
ニ
ユ
上
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」
4
月
3
日
(
水
)

1
0
時
0
0
分
現
地
集
合
　
ぬ
り
絵
慰
問

O
「
神
奈
川
苑
」
4
月
1
 
0
日
(
水
)

午
後
2
時
現
地
集
合
　
書
道
慰
問

◎
1
 
2
"
1
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施
報
告

○
特
別
費
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ

谷」
・
1
 
2
月
6
日
　
(
水
)

・
碁
　
当
方
　
福
田
　
先
方
参
加
者
な
し
　
′

塗
り
絵
　
当
方
　
石
本
、
細
野
、
千
葉
3
名

先
方
参
加
者
8
名

・
1
月
1
 
0
日
(
水
)
塗
り
絵
慰
問

当
方
　
石
本
、
細
野
、
千
葉
3
名

先
方
参
加
者
9
名

○
介
護
老
人
保
健
施
設
「
神
奈
川
苑
」
　
書
道
慰
問

・
1
2
月
1
3
日
(
水
)

当
方
　
石
本
、
細
野
、
清
水
3
名

先
方
参
加
者
1
 
5
名

・
1
月
1
 
0
日
(
水
)

当
方
　
石
本
、
細
野
、
清
水
3
名

先
方
参
加
者
1
 
6
名

◎
将
棋
同
好
会
(
第
3
2
6
回
、
3
2
7
回
)

と
　
き
　
3
月
4
日
　
(
月
)
　
1
 
3
時
~
1
 
7
時

4
月
1
日
　
(
月
)
　
1
 
3
時
~
1
 
7
時

と
こ
ろ
　
神
戸
町
東
部
町
内
会
館
2
階

(
相
鉄
線
天
王
町
駅
か
ら
徒
歩
5
分
)

コ
メ
ン
ト
　
開
催
日
が
第
一
月
曜
日
に
な
り
ま
し
た
。

◆
千
葉
　
義
治
　
蜜
0
4
5
　
(
9
1
2
)
　
0
5
4
9

◎
俳
句
会
(
第
5
1
6
回
、
5
1
7
回
)

と
　
き
　
3
月
8
日
(
金
)
　
1
3
時
~
1
 
7
時

4
月
1
2
日
(
金
)
1
3
時
~
1
7
時

と
こ
ろ
　
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

3
月
・
4
月
と
も
　
7
0
2
号
室

投
　
句
　
兼
題
(
3
月
)
　
「
も
の
の
芽
」
一
句

兼
題
(
4
月
)
　
「
潮
干
狩
」
　
一
句

当
季
雑
詠
　
　
　
　
　
　
　
各
四
句

投
句
は
、
小
野
隆
範
さ
ん
へ
お
送
り
下
さ
い
。

◇
令
和
5
年
1
 
2
月
例
会
作
品

一
瞬
の
雲
の
動
き
に
霧
氷
咲
き
　
し
ょ
ー
浸
く

鯛
燐
の
少
し
は
み
だ
す
あ
ん
こ
か
な
　
　
城

小
春
の
日
残
り
て
を
り
ぬ
百
度
石
　
り
ゆ
う
は
ん

浅
草
寺
　
人
並
崩
れ
初
時
雨

巌

の

み

そ

ぎ

橋

足
場
取
れ
今
夜
開
幕
冬
、
銀
河

時
雨
ぐ
せ
駅
ゆ
く
人
の
足
忙
し

◇
令
和
6
年
1
月
例
会
作
品

小
春
日
や
旅
の
匂
ひ
の
荷
を
ほ
ど
く

幼
子
の
廻
す
地
球
儀
初
日
の
出

掃
初
の
篤
い
だ
き
て
交
わ
す
声

風
邪
に
臥
す
こ
と
も
ひ
と
世
の
句
読
点

上
州
の
ひ
ろ
き
田
畑
空
っ
　
風

落
葉
背
に
信
濃
の
里
を
一
人
旅

富
士
の
火
口
間
近
に
見
た
り
初
飛
行

小
春
日
や
一
つ
降
ろ
せ
る
心
の
荷

◆
小
野
　
隆
範
　
密
0
9
0
(
2
5
3
4
)
2
9
5
9

◎
園
芸
ク
ラ
ブ
(
第
5
5
1
回
)

「
県
立
保
土
ヶ
谷
公
園
梅
林
散
策
」

と
　
き
　
3
月
1
 
0
日
(
日
)
　
雨
天
中
止

天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、
朝
8
時
ま
で

に
世
話
人
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
午
前
的
時
0
0
分
　
相
鉄
天
王
町
駅
改
札
前

天
王
町
駅
集
合
後
、
市
バ
ス
(
2
5
系
統
)
で

保
土
ヶ
谷
公
園
へ

申
込
み
　
不
要

参
加
費
　
1
0
〇
円
(
ク
ラ
ブ
員
外
2
0
0
円
)

持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
(
必
携
)
等

コ
メ
ン
ト
　
県
立
保
土
谷
公
園
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が

充
実
し
た
公
園
で
す
が
、
広
い
園
内
に
は
花
木
も
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多
く
、
梅
林
の
梅
も
見
頃
か
と
思
い
ま
す
。

◆
鈴
木
　
圭
司
　
魯
0
8
0
(
6
6
0
4
)
1
0
4
5

石
本
　
零
美
　
智
0
9
0
(
了
1
7
0
)
8
6
2
1

◎
園
芸
ク
ラ
ブ
(
第
5
5
2
回
)

「
根
岸
森
林
公
園
散
策
」

と
　
き
　
4
月
1
 
4
日
(
日
)
・
雨
天
中
止

天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、
朝
8
時
ま
で

に
世
話
人
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
午
前
1
 
0
時
3
0
分
　
J
R
根
岸
駅
改
札
前

申
込
み
　
不
要

参
加
費
　
1
0
0
円
(
ク
ラ
ブ
員
外
2
0
0
円
)

持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
(
必
携
)
等

コ
メ
ン
ト
　
根
岸
森
林
公
園
は
桜
の
多
い
こ
と
で
有

名
で
す
が
、
こ
の
時
季
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
ほ
ぼ
終

わ
っ
て
、
八
重
桜
が
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

◆
鈴
木
　
圭
司
　
密
0
8
0
(
6
6
0
4
)
1
0
4
5

佐
上
　
倫
子
　
密
0
9
0
(
4
7
2
1
)
3
9
9
9

◎
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
(
第
3
4
3
回
、
3
4
4
回
)

と
　
き
　
3
月
白
日
(
月
)
　
1
 
2
時
~
1
 
6
時

4
月
8
日
(
月
)
　
1
 
2
時
~
1
 
6
時

と
こ
ろ
　
神
戸
町
東
部
町
内
会
館
2
階

(
相
鉄
線
天
王
町
駅
下
車
)

会
　
費
　
8
0
0
円

コ
メ
ン
ト
　
カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
な
方
の
入
会
を
大

歓
迎
し
ま
す
。

◆
武
藤
　
彦
治
　
魯
0
8
0
(
5
0
8
6
)
3
3
9
4

高
橋
　
清
二
　
密
0
9
0
(
5
4
4
9
)
5
1
4
1

◎
丁
G
会
(
第
4
2
4
回
)

と
　
き
　
3
月
1
 
2
日
(
火
)
　
8
時
3
2
分
イ
ン

と
こ
ろ
　
小
田
原
湯
本
C
C
　
3
組
セ
ル
フ

〒
2
5
0
I
O
3
・
l
l

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
湯
本
3
9
0
I
3
7

奮
0
4
6
0
(
8
5
)
　
5
7
4
3

ク
ラ
ブ
バ
ス
　
箱
根
湯
本
駅
　
了
時
4
5
分

プ
レ
ー
費
　
1
0
4
0
0
円
(
昼
食
付
)

申
込
期
限
　
2
月
2
8
日
迄

コ
メ
ン
ト
　
富
士
・
箱
根
・
相
模
湾
の
眺
望
が
美
し

く
、
四
季
を
通
じ
て
プ
レ
ー
が
楽
し
め
る
箱
根
随

一
の
景
勝
コ
ー
ス
で
す
。

◆
荒
木
　
貞
臣
　
猛
0
8
0
(
5
0
2
2
)
7
5
6
8

三
上
平
三
郎
　
密
0
9
0
(
9
3
8
9
)
4
0
4
5

◎
丁
G
会
(
第
4
2
5
回
)

と
　
き
　
4
月
9
日
(
火
)
　
8
時
1
 
3
分
イ
ン

と
こ
ろ
　
大
秦
野
C
C
　
3
組
セ
ル
フ

〒

2

5

9

I

1

3

0

7

神
奈
川
県
秦
野
市
横
野
5
0
0

密
0
4
6
3
　
(
7
5
)
　
1
6
1
6

ク
ラ
ブ
バ
ス
　
小
田
急
線
秦
野
駅
北
口
　
7
時

プ
レ
ー
費
　
1
1
2
0
0
円
　
(
セ
ル
フ
、
昼
食
付

7
0
才
以
上
)
　
ロ
ッ
カ
ー
費
3
3
0
円
別

申
込
期
限
　
3
月
3
 
1
日
　
(
日
)

コ
メ
ン
ト
　
第
二
東
名
秦
野
調
か
ら
5
分
で
到
着
出

来
て
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
桜
の
木
が
多
く
あ
り
、

タ
イ
ミ
ン
グ
良
け
れ
ば
花
見
も
楽
し
め
ま
す
。

多
数
の
方
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
笹
嶋
　
延
定
　
番
0
8
0
(
8
0
2
9
)
5
7
1
8

永
井
　
正
敏
　
傘
0
4
5
(
3
0
2
)
　
9
4
1
6

◎
囲
碁
同
好
会
(
第
3
9
7
回
、
3
9
8
回
)

と
　
き
　
3
月
1
 
4
日
(
木
)
　
1
 
2
時
~
1
 
7
時

4
月
‖
日
　
(
木
)
　
1
2
時
~
1
7
時

と
こ
ろ
　
西
地
区
セ
ン
タ
ー

横
浜
市
西
区
岡
野
1
丁
目
6
の
4
1

瑠
0
4
5
(
3
」
4
)
　
7
7
3
4

コ
メ
ン
ト
　
新
入
会
員
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

体
験
入
会
出
来
ま
す
(
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
)
。

楽
し
い
囲
碁
対
局
の
後
は
反
省
会
か
ね
て
懇
親
会

を
し
て
い
ま
す
。
R
6
年
は
囲
碁
対
局
成
績
表
を

基
に
楽
し
く
対
局
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
の
方
も
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
早
川
　
英
雄
　
密
0
4
5
　
(
7
2
1
)
　
2
5
1
2

◎
お
お
と
り
会
(
第
5
7
9
回
、
5
8
0
回
)

と
　
き
　
3
月
1
 
7
日
(
日
)

4
月
2
 
1
日
　
(
日
)

集
合
時
間
は
い
つ
も
通
り
1
 
0
時
よ
り
n
時
的
分
迄

で
す
。
な
お
、
欠
席
の
場
合
は
、
世
話
人
へ
必
ず

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
麻
雀
サ
ロ
ン
　
「
シ
ル
バ
ー
」

蜜
0
4
5
　
(
3
1
4
)
　
0
7
0
4

会
　
費
　
2
5
0
0
円

◇
例
会
成
績
(
1
 
2
月
…
上
段
、
1
月
…
下
段
)

出
席
者
　
　
1
 
2
月
…
2
7
名
、
1
月
…
2
8
名

◆
優
　
勝
　
森
川
吉
彦
・
山
懸
富
士
雄

◆
準
優
勝
　
菊
池
紀
美
子
・
遠
藤
三
七
子

◆
3
　
位
　
田
代
啓
子
・
打
木
和
弥

◆
コ
ン
ド
ル
賞
　
佐
上
倫
子
・
青
柳
静
雄

◆
B
B
賞
　
横
山
美
子
・
渡
邁
美
智
子

◆
大
鳳
質
　
量
永
み
ど
り
・
湯
原
蕗
江

◆
役
満
貫
　
菊
池
紀
美
子
(
大
三
元
、
四
時
刻
)

…
1
2
月

◆
田
代
　
啓
子
　
密
0
4
5
　
(
2
6
2
)
　
1
5
8
3

山
懸
富
士
雄
　
密
0
9
0
(
5
8
1
2
)
5
5
1
6

◎
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
(
第
2
「
7
回
、
2
1
8
回
)

と
　
き
　
3
月
1
 
9
日
(
火
)
1
3
時

4
月
1
6
日
　
(
火
)
　
1
3
時

ゲ
ー
ム
開
始
　
1
3
時
0
0
分

と
こ
ろ
　
湘
南
と
う
さ
ゆ
う
ボ
ウ
ル

藤
沢
市
遠
藤
滝
の
沢
6
9
8
I
m

密
0
4
6
6
　
(
8
6
)
　
3
9
3
1

会
　
費
　
2
0
0
0
円
(
貸
靴
は
3
5
0
円
で
す
)

コ
メ
ン
ト
　
1
月
1
 
6
日
ゲ
ー
ム
終
了
後
「
藍
屋
」
　
で

新
年
会
を
行
い
、
令
和
5
年
9
月
~
1
2
月
の
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

◆
優
勝
　
荒
木
貞
臣
、
　
準
優
勝
　
佐
藤
安
男

3
位
　
渡
部
晃
二
、
　
B
B
　
島
津
富
弥

特
別
賞
　
連
続
ス
ト
ラ
イ
ク
達
成
者
7
名

皆
勤
賞
3
名
、
準
皆
勤
賞
5
名

令
和
5
年
度
ト
ー
タ
ル
ハ
イ
ス
コ
ア
賞
荒
木
貞
臣

◆
千
葉
　
義
治
　
谷
0
4
5
　
(
9
1
2
)
　
0
5
4
9

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
　
(
第
3
0
9
回
)

「
引
地
川
親
水
公
園
の
桜
」

と
　
き
　
3
月
2
6
日
　
(
火
)
雨
天
中
止

天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
朝
7
時
ま
で
に

世
話
人
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
午
前
1
 
0
時
　
小
田
急
江
ノ
島
線

六
会
日
大
駅
前
駅
改
札

コ
ー
ス
　
六
会
日
大
前
-
日
大
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
ー

引
地
川
親
水
公
園
(
昼
食
)
-
高
山
橋
　
(
バ
ス
)

↓
藤
沢
駅

歩
　
程
　
1
0
0
○
○
歩

難
易
度
　
弱
、

申
　
込
　
不
要

参
加
費
　
2
0
0
円
(
会
員
外
3
0
0
円
)

持
ち
物
　
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
等

コ
メ
ン
ト
　
引
地
川
親
水
公
園
の
川
両
岸
に
桜
が
一

杯
の
新
名
所
で
す
。
桜
を
満
喫
し
た
後
は
引
地
川

を
下
り
二
向
山
橋
か
ら
バ
ス
で
ゴ
ー
ル
の
藤
沢
駅

ま
で
の
平
坦
な
散
策
コ
ー
ス
で
す
。

◆
荒
木
　
貞
臣
　
密
0
8
0
(
5
0
2
2
)
7
5
6
8

石
井
　
博
子
　
谷
0
4
6
6
　
(
6
0
)
　
0
9
7
1

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
　
(
第
3
1
〇
回
)

「
小
江
戸
川
越
を
散
策
」
　
、

と
　
き
　
4
月
2
3
日
　
(
火
)
雨
天
中
止

天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
朝
7
時
ま
で
に

世
話
人
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

集
　
合
　
午
前
9
時
5
0
分
　
東
急
東
横
線

i
横
浜
駅
i
地
下
3
階
正
面
改
札
口
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広清

水
報良

部治

4

コ
ー
ス
　
横
浜
駅
(
特
急
森
林
公
園
行
)
↓
東
武
東

上
線
川
越
駅
-
ク
レ
ア
モ
ー
ル
↓
大
正
浪
漫

夢
通
り
↓
時
の
鐘
↓
菓
子
屋
横
丁
子
氷
川
神

社
-
産
業
観
光
館
↓
川
越
駅

歩
　
程
　
約
1
4
0
0
0
歩

難
易
度
　
弱

申
し
込
み
　
不
要

参
加
費
　
2
0
0
円
(
ク
ラ
ブ
員
外
は
3
0
〇
円
)

持
ち
物
　
飲
み
物
　
弁
当
は
不
要

コ
メ
ン
ト
　
古
い
蔵
が
残
る
商
人
の
町
川
越
を
、
芋

の
ス
イ
ー
ツ
や
駄
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
く
歩

き
ま
す
。

◆
渡
部
　
晃
二
　
蜜
0
8
0
(
5
0
1
3
)
0
4
6
3

◎
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
(
第
1
 
2
回
)
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

と
　
き
　
令
和
6
年
4
月
2
5
日
(
木
)

と
こ
ろ
　
横
浜
桜
木
町
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

5
F
ベ
イ
サ
イ
ド
店

集
　
合
　
J
R
桜
木
町
駅
南
改
札
東
口
出
口
n
時
1
 
5
分

予
　
算
　
2
9
8
0
円

コ
メ
ン
ト
　
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

で
頂
き
ま
す
。
〔
和
食
〕
鯛
め
し
、
牛
鍋
等
、

〔
洋
食
〕
　
8
品
、
〔
中
華
〕
焼
売
、
小
龍
包
、
プ

チ
肉
ま
ん
、
ス
ー
プ
他
、
〔
デ
ザ
ー
ト
〕
　
フ
ル
ー

ツ
、
ケ
ー
キ
類
、
ア
イ
ス
各
種
と
サ
ラ
ダ
等
、
全

体
的
に
品
数
は
多
い
。
コ
ー
ヒ
ー
紅
茶
は
フ
リ
ー

ド
リ
ン
ク
で
す
。

申
　
込
　
3
月
末
日
迄
。
4
月
以
降
仕
入
れ
価
格
変

更
有
り
、
な
る
べ
く
早
目
に
世
話
人
ま
で
申
し
込

み
下
さ
い
。

◆
早
川
　
英
雄
　
瑠
0
9
0
(
4
0
1
1
)
1
1
5
5

荒
木
　
貞
臣
　
蜜
0
8
0
(
5
0
2
2
)
7
5
6
8

高
橋
　
厚
子
　
奮
0
9
0
(
7
2
1
8
)
7
8
1
0

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
3
0
6
回
)

「
鎌
倉
天
国
か
ら
獅
子
舞
の
黄
葉
」

1
2
月
5
日
(
火
)
　
参
加
者
9
名

-
曇
り
な
が
ら
空
は
高
い
初
冬
の
朝
、
円
覚
寺
正
門

の
紅
葉
を
眺
め
つ
つ
明
月
院
を
経
て
、
鎌
倉
ア
ル
プ

ス
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
入
り
ま
し
た
。
篠
竹
の
小

径
か
ら
起
伏
の
多
い
坂
道
を
進
み
、
建
長
寺
と
の
分

岐
の
展
望
台
へ
。
曇
り
空
な
が
ら
微
か
に
富
士
を
仰

ぎ
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
林
の
中
の
小
径
を
進

み
、
コ
ー
ス
最
高
所
の
大
平
山
へ
。
山
を
下
り
ゴ
ル

フ
場
の
横
を
通
り
天
国
茶
屋
跡
の
広
場
へ
。

昼
食
を
摂
り
、
本
日
の
メ
イ
ン
コ
ー
ス
で
あ
る
獅

子
舞
へ
と
下
り
ま
し
た
。
谷
全
体
の
天
井
を
覆
う
今

を
盛
り
の
黄
葉
し
た
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
の
下
を
、
滑

り
易
い
足
元
に
注
意
し
な
が
ら
進
み
永
福
寺
跡
へ
。

発
掘
も
終
わ
っ
た
跡
地
は
公
園
と
し
て
整
備
が
進
ん

で
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
鎌
倉
官
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
境

内
を
歩
き
鎌
倉
駅
に
向
か
い
ま
し
た
。

〔
1
0
3
8
〕
枝
野
余
志
雄

◎
1
月
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
0
0
回
)

令
和
6
年
「
月
2
5
日
(
木
)
　
参
加
者
1
 
7
名

今
年
最
初
の
グ
ル
メ
の
会
は
、
.
オ
ー
ル
ド
ヒ
ッ
コ

リ
ー
大
和
桜
ケ
丘
店
で
ピ
ザ
料
理
を
頂
き
ま
し
た
。

初
め
に
グ
ラ
ス
ビ
ー
ル
、
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
、
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
等
か
ら
各
人
お
好
み
の
飲
み
物
を
選
び
、

今
年
も
美
味
し
い
料
理
を
頂
き
健
康
で
元
気
に
行
こ

う
と
乾
杯
し
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
料
理
は
シ
ェ
フ
サ

ラ
ダ
、
前
菜
盛
り
合
わ
せ
、
釜
揚
げ
シ
ラ
ス
ピ
ザ
、

ミ
ッ
ク
ス
ピ
ザ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ア
風
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
ホ

タ
テ
グ
ラ
タ
ン
、
魚
介
の
パ
エ
リ
ア
と
盛
り
沢
山
で

美
味
し
く
、
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
!
　
デ
ザ
ー
ト
、
コ
ー

ヒ
ー
で
仕
上
げ
終
了
し
た
。

終
了
後
は
、
引
地
川
の
千
本
桜
(
咲
い
て
い
た
ら

素
晴
ら
し
い
よ
と
の
説
明
付
き
)
か
ら
厚
木
飛
行
場

と
富
士
山
を
展
望
出
来
る
「
ゆ
と
り
の
森
公
園
」
を

散
策
し
た
。
離
発
着
(
タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
)
を
練

習
す
る
飛
行
機
を
す
ぐ
傍
で
見
学
し
、
障
害
物
が
何

も
な
い
奇
麗
な
富
士
山
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

花
の
お
寺
「
常
泉
寺
」
で
ミ
ツ
マ
タ
の
蕾
を
見
て
、

高
座
渋
谷
駅
で
解
散
し
ま
し
た
。〔

1
0
8
5
〕
荒
木
貞
臣

◆
園
芸
ク
ラ
ブ
5
5
〇
回

園
芸
ク
ラ
ブ
の
第
1
回
や
昭
和
5
 
1
年
1
月
で
、
大

船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
行
き
1
 
8
名
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
4
7
年
余
り
、
今
年
2
月
の
三
浦
海

岸
・
河
津
桜
鑑
賞
で
5
5
〇
回
に
な
り
ま
し
た
。

園
芸
ク
ラ
ブ
初
期
の
頃
は
、
緑
化
セ
ン
タ
ー
や
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
で
種
ま
き
・
株
分
け
、

移
植
、
更
に
接
ぎ
木
・
勢
定
・
植
物
の
真
夏
や
冬
の

管
理
法
と
い
っ
た
勉
強
会
が
中
心
で
、
そ
の
頃
の
参

加
者
は
2
0
人
位
で
し
た
。
そ
の
後
、
三
渓
園
で
の
観

梅
と
建
造
物
観
賞
、
六
義
園
や
浜
、
離
宮
で
の
名
園
鑑

賞
、
箱
根
つ
つ
じ
園
や
箱
根
旧
街
道
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
、
出
か
け
る
例
会
が
多
く
な
り
、
参
加
者
も
0
0
人

位
に
増
え
て
い
ま
す
。
皇
居
内
東
御
苑
の
見
学
会
に

は
5
 
1
名
も
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
会
員
宅
の

お
庭
の
手
入
れ
の
実
際
を
見
学
し
た
り
、
ご
自
慢
の

植
栽
を
見
学
す
る
例
会
な
ど
も
時
々
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
会
員
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
は
会
員
宅
に

ご
負
担
を
か
け
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
5
9
年
が
最
後
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
後
は
庭
園
、
公
園
、
緑
地

散
策
、
県
の
植
樹
祭
へ
の
参
加
、
軽
い
ハ
イ
キ
ン
グ

の
自
然
観
察
会
等
が
中
心
と
な
り
、
2
0
人
位
の
参
加

者
で
今
日
ま
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
2
1
年
1
2
月
か
ら
始
ま
っ
た
年
末
の
寄
せ
植
え

実
習
は
準
備
が
大
変
で
し
た
が
、
作
品
を
作
る
喜
び

が
あ
り
、
大
変
好
評
で
毎
回
2
0
名
を
超
え
る
方
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
2
年
か
ら

中
断
し
て
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
藤
沢
の
園
芸
農
家

さ
ん
の
ご
協
力
で
、
産
地
で
生
産
し
た
草
花
を
使
っ

て
の
寄
せ
植
え
は
園
芸
の
楽
し
さ
を
満
喫
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
会
員
数
の
減
少
、
高
齢
化
、
更
に
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
断
な
ど
か
ら
参
加
者
は
減
少
し
1
 
0

名
位
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
世
話
人
も

減
少
し
、
会
を
維
持
す
る
に
は
新
し
い
会
員
が
増
え
、

円
滑
な
運
営
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
何
よ
り

も
願
っ
て
い
ま
す
。

〔
0
8
8
1
・
園
芸
ク
ラ
ブ
〕
鈴
木
圭
司

《
編
集
後
記
》

昨
年
は
長
引
い
た
コ
ロ
ナ
騒
動
の
収
束
の
兆
し
が

見
え
始
め
、
世
の
中
が
少
し
ず
つ
活
気
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
る
と
ホ
ツ
と
す
る
間
も
な
く
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
中
で
新
年
を

迎
え
た
。
そ
し
て
元
旦
の
夕
刻
に
い
き
な
り
能
登
半

島
地
震
の
速
報
が
テ
レ
ビ
の
画
面
に
流
れ
た
。
続
い

て
飛
行
機
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

7
日
に
恒
例
の
七
福
神
巡
り
に
参
加
し
た
。
今
年

が
穏
や
か
で
争
い
の
無
い
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
願
い
な
が
ら
巡
拝
し
た
。
七
福
神
の
功
徳

力
に
よ
り
様
々
な
災
禍
を
転
じ
、
福
即
生
極
ま
り
な

し
と
の
力
を
信
じ
た
い
も
の
で
あ
る
。
　
(
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●
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